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平成 27年度の町直営の学童クラブの運営に関する論点と対応案 

について 

 

１ 受入れ対象学年の拡大（小４～小６の受入れ） 

（論点） 

○ 町直営の学童クラブは、受入れ人数に限りがあるため、当面の間、受入れ

を小３までとします。他の学童クラブの設置状況をふまえて、受入れ拡大時

期を検討します（平成 29年度を想定）。 

○ 既存の民間学童クラブは、すでに小６まで受入れをしているため、その扱

いは継続とします。今後新設される学童クラブは、小３までを優先とし、状

況によりそれ以上の学年を受け入れも可とします。 

（対応案） 

→ 他の学童クラブの設置状況をふまえて、受入れ拡大時期を検討します。 

 

２ 指導員の配置・増員 

（論点） 

○ 新しい基準では、放課後児童支援員の配置について、利用者 40 人につき

専任で２人以上配置（１人は補助員でも可）、利用者 20人未満の場合は２人

のうち１人は他の事業との兼任も可とされています。 

○ 現在、児童館では担当職員の区別をしていないため、次年度から児童館に

学童クラブ専任の職員を２名配置（発令）する必要があります。学童クラブ

の利用者が多い児童館については、指導員の増員が必要となります。 

（対応案） 

→ 新しい基準に基づき、専任職員の配置を行います。 

 

３ 土曜日及び長期休暇中の利用開始時間の前倒し 

（論点） 

○ 現在、土曜日及び長期休暇中の学童クラブの利用開始時間は、児童館の開

始時間とあわせて午前９時～となっており、保護者が先に出勤し、子どもが

児童館の前で開館を待つような状況も出ています。 

○ 子どもの安全の観点から、利用開始時間の前倒し（午前８時～または午前

８時半～）の検討を行います。実施にあたっては、学童クラブ利用者のみに

するか、児童館全体を開館とするか、議論の余地があります。 

（対応案） 

→ 民間学童クラブの利用状況をふまえて、平成 28 年度以降前倒しを検討し

ます。 
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４ 小学校の休校時の対応 

（論点） 

○ 現在は小学校が休校の場合（暴風警報、大雪、インフルエンザなど）は、

児童館も休館となり、学童クラブもあわせて休みとなっています。 

○ 保護者の負担や子どもの安全の観点から、小学校休校時の預かりについて

検討します。この場合、児童館の指導員の負担等も考慮し、学童クラブ利用

者のみの受入れとすることが妥当と思われます。 

（対応案） 

→ 学校と調整の上、まずは暴風警報、大雪時の預かり（学童クラブのみ）を

検討します。 

 

５ その他 

（論点） 

○ 平日の利用時間の延長やおやつの提供は、従来から課題とされていますが、

平成 27年度の対応は難しい状況です。 

（対応案） 

→ 民間学童クラブの利用状況をふまえて引続き検討していきます。 



平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

１　受入れ対象学年の拡大（小４～小６の受入れ）

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-1-1 受入れを拡大していく方向が望ましい。
他の学童クラブの設置状
況をふまえて、受入れ拡
大時期を検討します。

7-1-2
小４～小６までの長期休暇だけでも受入れは難し
いのでしょうか。一日１人で過ごしている子ども
がいたら、子も親も不安だと思います。

他の学童クラブの設置状
況をふまえて、受入れ拡
大時期を検討します。

7-1-3
早く希望する方全員が受け入れられるようになる
とよいです。

他の学童クラブの設置状
況をふまえて、受入れ拡
大時期を検討します。

7-1-4
高学年になるとニーズは減ると思うが、必要とす
る家庭があるのなら早期に受け入れることにこし
たことはないと思います。

他の学童クラブの設置状
況をふまえて、受入れ拡
大時期を検討します。

7-1-5

受入れ人数に限りがあるのはわかっています。た
だ数年間は何の対策・対応もしないのは残念で
す。小４以上は一時学童のみ受入れとか週１～２
回のみ受入れとか何かできないでしょうか。

他の学童クラブの設置状
況をふまえて、受入れ拡
大時期を検討します。

7-1-6

また、新設される学童クラブは小３まで優先とは
どうしてですか。新設ならば小６まで対象にして
ほしい。もともと小４以上はカギっ子でＯＫとい
う考えに疑問を感じます。

学童クラブを新設する事
業者の負担を考慮したも
のです。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

１　受入れ対象学年の拡大（小４～小６の受入れ）

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-1-7

高学年になると、塾や習い事が増えたり学童クラ
ブ以外の友人との関係も深まり、利用頻度は少な
くなります。しかし、そうでない日も当然あり、
学童クラブを利用していない子は、放課後の長い
時間を孤独に過ごす場合もあるはずです。そこで
得るものもあるとは思いますが、その時間仲間や
理解してくれる大人と、あるときは自由に、また
あるときは一緒に活動し、安心して充実した時間
を過ごせることは、とても大切だと考えていま
す。毎日利用しなくとも、ここに行けば安心…と
いう場が、高学年の子にも必要だと思います。ま
た、次のステップに上がるときに、高学年まで
通った場所や親以外にも自分を解ってくれる大人
がいたことは、必ず力になると考えています。

今後会議の中で検討して
いきます。

7-1-8
「資料10　１受け入れ対象学年の拡大」に記載さ
れている内容について支持します。

他の学童クラブの設置状
況をふまえて、受入れ拡
大時期を検討します。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

２　指導員の配置・増員

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-2-1
指導員を専任とし、それに係る費用増加分につい
て利用者の負担を求める。

直営学童クラブの利用料
については今後検討して
いきます。

7-2-2

指導員の増員だけでなく、将来子どもたちと関わ
りたいと思っている学生さんたちなどの他の人材
を募集するといったことはできないのでしょう
か。

今後会議の中で検討して
いきます。

7-2-3 増員してください。 専任職員を配置します。

7-2-4
指導員は全員非常勤職員であることが望ましいと
思います。配置は児童10人に１人くらいの割合。

当面は国の基準を参考に
配置を行います。

7-2-5 増員は必要だと思います。 専任職員を配置します。

7-2-6

人数だけの問題ではないと思いますが、複数いた
方が、一人よりは確実に多くの子に目や気持ちは
向けられることになると思います。全体をとりま
とめる指導員とそれをフォローする役割の職員が
いると、ただ漫然と子どもをみているよりもひと
りひとりの子どもの様子が見えてくることがあり
ます。また、その際には当然複数の職員が同じ気
持ちで指導にあたることが大切だと思います。

当面は国の基準を参考に
配置を行います。

7-2-7
必要な人員配置については国の基準に準じ、子ど
もの安全の確保ができる職員配置をお願いした
い。

専任職員を配置します。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

３　土曜日及び長期休暇中の利用開始時間の前倒し

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-3-1
利用者のニーズを調査し、前倒しの方向で検討し
ていく。なお、それに係る経費増加分について
は、利用者の負担を求める。

直営学童クラブの利用料
については今後検討して
いきます。

7-3-2
利用開始時間の前倒しは賛成です。（アンケート
の土曜・休日の利用希望の平均も8時42分となって
いるため、必要な人がいると思います。）

民間学童クラブの利用状
況をふまえて、平成28年
度以降前倒しを検討しま
す。

7-3-3

葉山の人は遠方まで通勤している人が多いと聞い
ています。９時からでは子どもが１人でいる時間
が長くなってしまうので、早朝から開館をした方
がよいと思います。児童館全体を開けるかは利用
者にアンケートをとるとよいと思います（利用時
間帯）。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて、平成28年
度以降前倒しを検討しま
す。

7-3-4
児童館等へ１人で行けることを考えると９時ス
タートで問題ないと思います。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて、平成28年
度以降前倒しを検討しま
す。

7-3-5
利用時間の前倒しは必要だと思います。９時まで
は学童のみの利用で問題ないと思います。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて、平成28年
度以降前倒しを検討しま
す。

7-3-6
学童を利用する子に対しては、８時会館が望まし
いと思います。それについては、児童館に遊びに
来ることのすみわけは必要ではないでしょうか。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて、平成28年
度以降前倒しを検討しま
す。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

３　土曜日及び長期休暇中の利用開始時間の前倒し

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-3-7

利用開始時間の前倒しをすることは必要かと思い
ます。
学童クラブ利用者のみにするのか、児童館全体を
開館とするのかの判断は、安全管理体制（職員配
置等）がどう確保できるかといったことが検討材
料になるのかと思います。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて、平成28年
度以降前倒しを検討しま
す。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

４　小学校の休校時の対応

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-4-1
利用者のニーズを調査し、対応していく方向で検
討していく。なお、それに係る経費増加分につい
ては利用者の負担を求める。

直営学童クラブの利用料
については今後検討して
いきます。

7-4-2
子どもの安全（行き帰り）、感染予防といったこ
とも慎重に今後は考えなければいけないと思いま
す。

学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。

7-4-3 小学校休校時の預かりはした方がよいと思う。
学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。

7-4-4

朝から荒天等で休校の場合、来ること自体危険だ
ろうと思いますが、親が仕事を休めないとき１人
で留守番も困難な場合、どうしたらよいのか。有
料であれば預かるべきかと思います。

学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。

7-4-5
小学校が休校の場合でもできる限り学童クラブは
利用できるようにしてほしいです。この場合も学
童のみの受入れで問題ないと思います。

学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。

7-4-6

休校時の対応については、建物が安全な場合は受
入れが望ましいと思います。この場合も遊びに来
ることとのすみわけは必要だと思います。自宅に
保護者がいるならば、安全に自宅に待機するべき
だと思います。

学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。

7-4-7

インフルエンザ等病欠の場合は、病児保育の扱い
になると思いますので受け入れるべきではないと
考えます。感染の恐れがあるために学校を休んで
いるのに、学童を利用するのは学校を休む意味が
ありません。

学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

４　小学校の休校時の対応

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-4-8

保護者の負担や子どもの安全の観点から、小学校
休校時の預かりについての受け入れを検討するこ
とは大変よいことだと思います。
学校との連携は不可欠になると思われるので、学
校サイドの意見を参考に検討が必要かと思いま
す。

学校と調整の上、まずは
暴風警報、大雪時の預か
りを検討します。
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平成27年度の町直営の学童クラブの運営に関するご意見のまとめ

５　その他自由意見

　※　事前にいただいたご意見等を事務局でまとめたものです。

　※　ご意見は事務局で内容を確認し、適宜分類しています。

整理番号 質問事項 対応案

7-5-1

民間の学童クラブとの利用料格差（無料）を是正
する必要があると思う。保育園入所と同様に階層
別に利用料を設定するなど利用者負担を求めてい
くことが望まれます。

直営学童クラブの利用料
については今後検討して
いきます。

7-5-2
おやつ提供は、アレルギーのことなどの対応もあ
るので難しいと思いますが、100円でおやつが買え
るようにすることにしたら早く対応できますか。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて今後検討し
ていきます。

7-5-3
あれもこれもと要望は多いと思いますが、限られ
た財源で何を最優先にすべきか、有料か無料かに
よっても対応は変わってくると思います。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて今後検討し
ていきます。

7-5-4

学童クラブも保育園と同じように安全を確保する
だけではなく、子どもたちの心身の成長を助長す
るものであり、保護者を理解し協力するものでな
ければならないと考えています。保護者との関係
があってこそ、よりその成果を得ることができま
す。放課後の時間を漫然と過ごすのではなく、低
学年から高学年までの子どもたちが「ここは楽し
い、心地よい」と思える場所であるように、私た
ちももっと努力していきたいと思っています。

今後会議の中で検討して
いきます。

7-5-5

27年度は難しいとしても利用時間の延長は必要と
考えます。
おやつに関しては、アレルギーの問題も考えると
必須とは思えません。

民間学童クラブの利用状
況をふまえて今後検討し
ていきます。
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